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那須野ヶ原中央倫理法人会と「家庭の日」に関する協定締結

ふれあい育む「家庭の日」

　那須野ヶ原中央倫理法人会と本市は、相互に連携を強化し、「家庭
の日」の普及啓発を図ることを目的に、協定を締結しました。「家庭
の日」は、家族が一緒に過ごし、家庭の大切さについて考えるきっか
けとする日です。栃木県では、とちぎ子ども・子育て支援条例によ
り毎月第３日曜日を「家庭の日」と定めています。

　第42回少年の主張全国大会で最高賞に次ぐ文部科学大臣賞に金田北
中学校３年荒井千恵理さんが輝きました。荒井さんの作品は、幼いころ
から続ける書道と、中学校から始めた剣道で学んだ「動と静」の考え方が
もとになっています。新型コロナウイルス感染症による自粛を「静」の時間
と捉えることで、今やるべきことをはっきりさせ、「動」へと移るための
準備をすることが大切であることを表現しました。おめでとうございます。

　大田原中学校３年の君島陽依さんが、国税庁と全国納税貯蓄組
合連合会が共催する令和２年度中学生の「税についての作文」で国
税庁長官賞を受賞し、大田原税務署は12月４日、君島さんに一日
税務署長を委嘱しました。大田原税務署を訪れた君島さんは、「署
長訓示」として署内放送で受賞作文「幸せな暮らしと税」を朗読し、
多くの税務署職員が感銘を受けていました。
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市役所来庁者の心を癒したい

ボルダリング日本選手権大会優勝！

文部科学大臣賞　受賞

中学生が一日税務署長に！

第42回少年の主張全国大会

「税についての作文」で国税庁長官賞受賞

　大田原ロータリークラブ創設60周年事業の一環として、コロナ禍
において来庁される市民の皆さまに明るい気持ちを届けるため、昨
年11月10日に大橋保会長からフラワースタンドが寄贈されました。
フラワースタンドは、昨年12月28日まで、市役所本庁舎ロビーに週
替わりで飾られ、市役所を訪れた市民の皆さまの心を癒してくれま
した。

大田原ロータリークラブ　フラワースタンド寄贈

第６回ボルダリングユース日本選手権大会優勝報告

10/2811/８

10/2812/４

12/10

　ボルダリングのユース選手全国頂点を決める「第６回ボルダリン
グユース日本選手権大会」のユースＣ（２００７年、２００８年生ま
れ）部門で優勝した加藤頼斗さんが、結果報告のために市長を訪問
しました。加藤さんは小学４年生から本格的にボルダリングに取り
組み、市内のクライミングジム「アーク」にて、日々練習に取り組ん
でいます。今後ますますの成長と活躍が期待されます。
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　今月ご紹介する樹木は、渡辺宅のイヌツゲ（羽田）、湯泉神社のアカガシ（大豆田）の２か所です。
　「犬

い ぬ つ げ

柘植」は「柘
つ げ

植」にあらず、という格言はありませんが、イヌツゲとツゲは別系統の植物であり、特徴的
な違いは葉の生え方にあります。イヌツゲの葉は互

ごせい

生（茎から交互に葉が生える）であり、ツゲの葉は対
たいせい

生（茎
から葉が向かい合って生える）である点にあります。渡辺宅のイヌツゲは、ご家族の愛情によって長い間、
大切に守られています。
　湯泉神社のアカガシは、大豆田地内、湯坂川を見下ろす位置に鎮座しています。境内を守り、取り囲むよ
うに大きなアカガシを見ることができます。
　地元氏子の方々の案内板によると、室町時代に現在の位置に神社が移され、記念として植栽されたもので、
比較的暖かい気候を好む樹木ということもあって、北関東地域ではな
かなかお目にかかれない珍しい樹木だそうです。一段と冷え込む季節
となってきましたが、
しんと静かに佇むアカ
ガシに囲まれ、森林浴
を楽しむこともまた名
木の楽しみ方ではない
でしょうか。
　詳しい場所などにつ
いては、ホームページ
をご覧ください。

渡辺宅のイヌツゲ湯泉神社のアカガシ

　農林整備課　　４階　　（２３）８８１３本おおたわら令和の名木選 ⑪

地域の貢献のために

　品川工業団地内に物流センターを持つ、株式会社ファミ
リー・ライフより、不織布マスク50,000枚とハンドジェ
ル1,008本の寄贈がありました。
　寄贈していただいたマスクとハンドジェルは、自主避難
所として開設を予定している自治公民館などに配布し、災
害用備蓄品として活用させていただきます。

　昨年11月３日に開催された「男子第73回栃木県高等学校
駅伝競走大会」にて優勝を果たし、「男子第71回全国高等学
校駅伝競走大会」へ出場が決定した那須拓陽高等学校駅伝
部が、市長を訪問しました。
　全国大会では、大田原中出身の工藤巧夢さん（写真中央）、
松本海音さん（右）、黒羽中出身の藤田アトムさん（左）の３
人が出場し、結果は前回を上回る38位と健闘されました。

株式会社ファミリー・ライフ　不織布マスクなど寄贈

３年連続11回目の全国大会へ
那須拓陽高等学校駅伝部全国大会出場　表敬訪問
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